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長
浜
曳
山
ま
つ
り
を

世
界
の
宝
に

現
在
、
長
浜
曳
山
祭
の
祭
礼
行
事(

以
下
「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」
と
い
う)

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
候
補
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
秋
の
登
録
を

目
指
す
「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」
の
魅
力
や
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
以
後
、
毎
月
15
日

号
に
掲
載
）

■問
長
浜
市
曳
山
博
物
館
（
7
６
５
‐
３
３
０
０
）

世
界
に
認
め
ら
れ
た
「
伝
統
」

と
「
美
」、
そ
し
て
「
心
意
気
」

町
人
文
化
の
金
字
塔
で
あ
る
長
浜
曳
山
ま
つ

り
は
、
動
く
美
術
館
と
称
さ
れ
る
豪
華
な
曳
山

の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
可
憐
繊
細
な
子
ど
も

狂
言
、
粛
々
と
進
め
ら
れ
る
重
厚
な
儀
式
の

数
々
が
特
徴
で
す
。
つ
ま
り
曳
山
そ
の
も
の
が

あ
ら
ゆ
る
職
人
の
技
を
集
結
し
て
仕
上
げ
ら
れ

た
美
術
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
曳
山
の
上
で
子

ど
も
が
芸
を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
時
代
を
敏
感

に
感
じ
取
る
祭
の
根
本
精
神
で
あ
る
「
風ふ

流
り
ゅ
う

(

先
取
の
気
風)

」
の
精
神
と
伝
統
を
遵
守
す
る

バ
ラ
ン
ス
感
覚
。
そ
し
て
最
も
肝
心
な
の
は
伝

承
す
る
町
衆
の
心
意
気
が
生
き
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
の
心
情
が
１
か
月
に
及
ぶ
猛
稽
古
に
耐

え
、”ハ
レ
の
日
“
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
の
で
す
。

な
ぜ
無
形
文
化
遺
産
の

登
録
候
補
に
？

な
ぜ
長
浜
曳
山
ま
つ
り
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
の
候
補
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
人
々
が
祭
と
い
う
目
的
を
達
成
し
て

い
く
た
め
に
結
束
し
、
構
成
す
る
儀
式
を
長

年
に
渡
っ
て
守
り
な
が
ら
現
在
に
伝
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら

で
す
。

祭
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
提
唱
す
る
「
世
界
の

平
和
を
構
築
す
る
」
知
恵
が
詰
ま
っ
た
具
体

的
な
姿
、
言
い
換
え
れ
ば
世
界
中
で
勃
発
す

る
紛
争
の
対
極
的
な
位
置
に
あ
る
の
が
平
和

の
象
徴
と
し
て
の
祭
礼
な
の
で
す
。
長
浜
曳

山
ま
つ
り
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
祭
礼
は

休
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
内
は
曳
山
祭
が
い
っ
ぱ
い

県
内
の
代
表
的
な
曳
山
祭
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
実
は
私
た
ち
の
故
郷
、
長
浜
で
は
芸

山
と
呼
ば
れ
る
舞
台
の
付
い
た
曳
山
で
歌
舞

伎
狂
言
を
す
る
の
が
大
流
行
り
で
し
た
。
高

月
町
雨
森
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
曳
山
「
高
砂

山
」
は
現
在
、
大
阪
府
吹
田
市
の
国
立
民
族

学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
９

年
（
１
８
２
６
）
に
代
々
曳
山
製
作
を
手
掛

け
た
藤
岡
和
泉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
明
治
40

年
頃
ま
で
９
月
13
日
の
秋
祭
り
に
子
ど
も
歌

舞
伎
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
同
様
の
曳
山

が
高
月
町
井
口
に
も
あ
り
ま
し
た
。

五
村
、
日
前
神
社
に
は
藤
岡
の
弟
子
、
@

橋
仙
助
の
手
に
よ
る
白
木
造
り
の
曳
山
「
常

盤
山
」
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
文
政
５
年

（
１
８
２
２
）
８
月
、
地
元
の
商
人
　
大
林

彦
右
エ
門
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
喜
び
で

こ
の
曳
山
を
寄
進
し
た
と
伝
え
、
明
治
の
初

め
ま
で
は
春
秋
の
祭
礼
に
子
ど
も
芝
居
を
お

こ
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
ル
ー
ツ
を
思

わ
せ
る
曳
山
が
宮
司
町
に
残
っ
て
い
ま
す
。

長
浜
八
幡
宮
の
春
の
祭
礼
に
登
場
す
る
曳
山

の
す
べ
て
は
本
体
の
完
成
後
、
時
代
を
経
て

亭ち
ん

と
呼
ば
れ
る
付
属
の
建
物
を
載
せ
て
い
ま

す
。
日
枝
神
社
の
曳
山
「
颯さ

っ

々さ
つ

館か
ん(

市
指
定

有
形
民
俗
文
化
財)

」
に
は
こ
の
亭
が
あ
り

ま
せ
ん
。
曳
山
は
近
年
修
理
を
お
こ
な
い
、

５
月
４
日
の
祭
礼
に
は
山
飾
り
を
し
て
蔵
の

前
に
出
し
ま
す
が
、
昭
和
27
年
ま
で
は
子
ど

も
狂
言
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

長
浜
の
曳
山
の
ル
ー
ツ
を
知
る
上
で
、
大
変

重
要
で
す
。
ま
た
余
呉
町
「
上
丹
生
の
曳
山

茶
碗
祭
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）」
は

茶
碗
を
積
み
上
げ
る
個
性
あ
る
祭
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
奉
納
芸
は
、
日
本
の
中

世
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
由
緒
あ
る
も
の
で

す
。
こ
の
範
囲
を
湖
北
全
域
に
広
げ
る
と
、

米
原
市
朝
妻
筑
摩
の
鍋
冠
祭
に
曳
山
が
登
場

し
ま
す
。
飾
り
の
な
い
白
木
の
も
の
で
す
が

４
基
の
太
鼓
山
と
と
も
に
祭
を
盛
り
上
げ
ま

す
。
醒
ヶ
井
に
も
３
基
の
曳
山
が
大
正
期
ま

で
は
子
ど
も
狂
言
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
米
原
の
湯
谷
神
社
の
祭
礼
に

登
場
す
る
３
基
の
曳
山
の
内
、
二
基
は
長
浜

か
ら
求
め
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
狂
言
を
奉

納
す
る
の
は
現
在
で
は
こ
こ
米
原
と
長
浜
の

み
と
な
り
ま
し
た
。「
長
浜
そ
し
て
湖
北
の

曳
山
祭
＝
子
ど
も
狂
言
」
を
見
て
み
る
と
、

い
か
に
曳
山
文
化
が
広
範
囲
に
浸
透
し
て
い

た
曳
山
の
街
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

こ
の
度
、
長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
祭
礼
行
事

を
始
め
と
し
て
日
本
全
国
の
「
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
」
33
団
体
が
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
個
性
を
生

か
し
な
が
ら
創
意
工
夫
し
伝
承
し
て
き
た
叡

知
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
「
祭

礼
＝
人
類
の
遺
産
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
候

補
に
挙
が
っ
て
い
る
33
団
体
は
す
で
に
日
本

人
の
基
調
文
化
を
知
る
大
事
な
文
化
財
と
し

て
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
い
う
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

度
、
そ
の
エ
リ
ア
は
世
界
中
に
広
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

長
浜
は
曳
山
の
街

商
業
で
繁
栄
し
た
近
江
の
町
場
で
は
、
当

時
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
き
ら
び
や
か
な

「
曳
山
」
の
巡
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も

が
舞
台
で
狂
言
を
披
露
す
る
「
長
浜
曳
山
ま

つ
り
（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）」

「
米
原
曳
山
祭
（
県
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
）
」
、
流
行
り
も
の
を
山
飾
り
に
し
た

『「
日
野
曳
山
祭
」「
水
口
曳
山
祭
」（
い
ず
れ

も
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）』、
か
ら
く
り

を
取
り
入
れ
た
「
大
津
曳
山
祭
（
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）」、
湖
西
に
は
囃
子
が
中
心

の
「
大
溝
祭
（
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）」

が
あ
り
ま
す
。

▲長浜曳山まつり本日の賑わい

s
子
ど
も
狂
言(

歌
舞
伎)

の
上
演

▲上丹生の曳山茶碗祭 
(余呉町上丹生)

▲高砂山(高月町雨森)

　▲颯々館(宮司町)

▲常盤山(五村)

▲長浜曳山まつり 

※この曳山には亭がありません。 
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◆一般入居向け

※入居できる期間は、入居可能日から最長10年間です。

◆子育て支援向け

※子育て支援向けの住宅に入居できる期間は、入居可能日から10年間、または一番小さい子が18歳に達した日以

降の最初の３月31日までのいずれか短い期間です。

市営住宅の入居者を募集します
■問建築住宅課(7６５－６５３３)

募集住宅

長田町団地第７号（長田町）

柿ノ木団地第１号（柿ノ木）

柿ノ木団地第９号（柿ノ木）

建設年度

Ｓ63年度

Ｓ54年度

Ｓ54年度

住戸面積

64.92㎡

55.47㎡

55.47㎡

階

―

―

―

平成27年度家賃月額
※入居者の収入月額により算定

16,600円～32,600円

12,400円～24,300円

12,400円～24,300円

【
申
込
要
件
】
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

●
共
通
要
件

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
し
、
市
税

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
滞
納
が
な

い
こ
と

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
、
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

③
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と

④
申
込
世
帯
の
収
入
月
額
（
合
計
）
が
15
万
８
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
等
は
21
万
４
千

円
以
下
（
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

・
申
込
者
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
同
居
予
定
者
の
い
ず
れ
も
が
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
ま
た

は
平
成
９
年
８
月
17
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

の
場
合

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
に
次
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人
が
い
る
場
合

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
〈
１
〜
４
級
〉

(2)
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
〈
１
〜
２
級
〉

(3)
療
育
手
帳
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

〈
１
〜
２
級
〉
と
同
程
度
）

・
小
学
校
就
学
前
の
子
（
平
成
21
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
）
が
い
る
世
帯

⑤
現
に
住
宅
に
お
困
り
で
あ
る
こ
と

●
子
育
て
支
援
向
け
住
宅
の
要
件

・
申
込
時
点
で
中
学
校
就
学
前
の
子
を
扶
養
し
、

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
を
予
定
し
て
い
る

こ
と

【
入
居
の
時
期
】

10
月
中
旬
（
予
定
）

【
選
考
方
法
】

申
込
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
の
中
か
ら
、
市

営
住
宅
運
営
委
員
会
の
審
査
を
経
て
公
開
抽
選
対

象
者
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
原
則
、
代
理
人
を
通
じ
て
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
入
居
に
際
し
て
は
、
連
帯
保
証
人
２
人
が
必
要

で
す
。（
申
込
時
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
連
帯
保
証
人
は
、
市
内
に
居
住
し
、
所
得
月
額

が
10
万
４
千
円(

年
間
所
得
÷
12
か
月)

を
超
え
る

人
で
す
。

・
家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
月
額
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
段
階
的
に
異
な
り
ま
す
。

・
入
居
時
に
は
、
敷
金
（
家
賃
３
か
月
分
）
を
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

８
月
17
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
８
月
10
日
（
月
）
か
ら
建
築
住
宅
課
、
北

部
振
興
局
お
よ
び
各
支
所
で
募
集
案
内
書

を
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
場
所

建
築
住
宅
課
〈
東
館
２
階
〉

構　造

簡易
耐火構造
２階建

間取り

３Ｋ★受験申込書は湖北地域消防本部の各消防署、分署、出張所などで配布し

ています。湖北地域消防本部ホームページからダウンロードすることも

できます。郵送で請求する場合は、封筒の表に「消防職(初級)受験申込

書請求」と朱書きし、返信用封筒角型２号(120円切手を貼付して宛

先・郵便番号明記)を同封して、右記まで送付してください。

湖北地域消防本部職員を募集します
■問湖北地域消防本部職員選考委員会(7６２－４１９４)

職　種

消防職
（初級）

受　　験　　資　　格

平成元年４月２日～平成10年
４月１日に生まれた人

試験日

９月20日(日)

採用予定日

平成28年
４月１日

申込期限

８月17日(月)
※消印有効

採用予定人員

６人

募集住宅

常喜団地第１－４号（常喜町）

常喜団地第３－１号（常喜町）

建設年度

Ｈ９年度

Ｈ９年度

住戸面積

68.90㎡

68.90㎡

階

２

１

平成27年度家賃月額
※入居者の収入月額により算定

20,300円～40,000円

20,300円～40,000円

構　造 間取り

３ＬＤＫ
中層
耐火構造
３階建

問合せ・申込先
湖北地域消防本部　職員選考委員会
〒５２６－００３３　平方町1135

買物が困難な人を支援するため、宅配や移

動販売などを行う事業者・団体等を案内する

パンフレットを作成します。

買物支援活動を行う事業所・団体からの掲

載希望と、支援事業者等をご存知の人からの

情報を募集します。

※買物支援活動の例

食料品（弁当を含む）や

日用品などの宅配、移動

販売、買物代行など

【募　集】
①「買物情報パンフレット」へ掲載を希望する事業者等
②支援活動を行う事業者等の情報
※電話またはＦＡＸ、メールで下記まで。

【募集期限】
８月17日（月）

買物支援活動の情報をお寄せください
■問高齢福祉介護課(7６５－７７８９)

【物件の概要】

【入札日】８月28日(金)11時
※市があらかじめ定めた予定価格以上で複数の申込者が価格を競

い合い、最も高い価格をつけた人に購入していただきます。

【会　場】市役所本庁舎 ４ーＡ会議室＜西館４階＞
【申込み】申込書を８月14日(金)までに財産活用室〈東館４階〉へ。
申込書は市ホームページからダウンロードできるほか、担当課

と北部振興局地域振興課、各支所にあります。

※申込資格や売却条件など詳細は、市ホームページまたは担当課

まで。

一般競争入札により市有地を売却します
■問･申財産活用室(7６５－１７１７)

所　在　地

下坂中町字田村井331番1

地目

宅地

面　積

５,１４１.９２㎡

予定価格(最低売却価格)

４１,６５０,０００円

Eメール 

受付場所・連絡先
高齢福祉介護課〈東館１階〉
〒５２６－８５０１　八幡東町６３２
7６５－７７８９　5６４－１４３７

kourei-kaigo@city.nagahama.lg.jp
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左
表
に
あ
る
各
種
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

ま
た
は
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
前
年
の
所
得
と
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。

届
出
が
な
い
場
合
、
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

外
来
や
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場
合

は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示

す
る
と
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で

①
69
歳
以
下
の
人

②
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
70
歳
以
上
74

歳
以
下
の
人

【
申
請
時
の
注
意
点
】

①
申
請
日
時
点
に
お
い
て
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
こ
と
。

②
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
が
前

年
中
所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

※
未
申
告
で
所
得
が
不
明
な
場
合
は
、
上
位
所
得
者
の
限

度
額
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
等
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
金
が
一
定

の
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
分
が
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
医
療
機
関
等
の
領
収
書

③
印
鑑

④
世
帯
主
の
通
帳
ま
た
は
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

【
申
請
期
間
】

診
療
を
受
け
た
月
の
翌
月
１
日
〜
２
年
以
内

【
注
意
点
】

①「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
使
用
し
て
い
て
も
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
同
世
帯
の
人
や
複
数
の
医
療
機
関
等
の
医
療
費
を
合
算

し
て
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
や
計
算
方
法
等
、
不
明
な
点
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

高
額
療
養
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
２
）

限
度
額
適
用
認
定
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
２
）

問
合
せ
・
相
談
先

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

問
合
せ
・
相
談
先

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

募集媒体にはこんなメリットが ・・・( 一例）
○広報ながはま…市内全世帯に配布するため、エリアマーケティングにぴったりです。

○ホームページ…検索エンジンでの自治体サイトへの評価が高いため、目につく効果以外にも検索エンジン対

策(SEO）になるといわれています。

市では、下記の媒体に広告を掲載していただける事業者を募集しています。詳しくは、市ホームページをご覧

ください。

※「長浜市有料広告掲載の取扱いに関する要綱」および各広告媒体の募集要領に準じて募集します。

公用車
【広告期間】10月１日(木)～平成28年３月31日(木)

【申込受付期間】８月３日(月)～14日(金)

【申 込 先】財産活用室(7６５－１７１７)

広報ながはま(１日号)
【広告期間】１か月単位

【広告規格】縦4.5cm×横9.0cm ２色刷

【募 集 枠】４枠

【発行部数】42,300部　全戸配布

【掲 載 料】25,000円／枠(税込)

【受　　付】随時

【対象事業者】市内の事業者優先

【申 込 先】市民広報課(7６５－６５０４)

市ホームページバナー
【広告期間】１か月単位

【広告規格】縦60ピクセル×横150ピクセル

GIF形式　容量４KB以内

【募 集 枠】３枠

【掲 載 料】25,000円／枠(税込)

【受　　付】随時

【対象事業者】市内の事業者優先

【申 込 先】市民広報課(7６５－６５０４)

平成28年度 長浜市健康づくり日程表(裏面)
【広告期間】平成28年４月～平成29年３月

【広告規格】縦4.5cm×横9.0cm １色刷

【募 集 枠】４枠

【発行部数】42,300部　全戸配布

【掲 載 料】25,000円／枠(税込)

【締　　切】９月30日(水)

【対象事業者】市内の事業者優先

【申 込 先】健康推進課(7６５－７７７９)

浅井支所電光サイン掲示板(浅井支所西側) 
【広告期間】通年　※１週間単位で募集

【広告規格】縦60cm×横410cm

黒地に赤文字(反転可能)、全角32文字以内

【掲 載 料】5,000円／週(税込)

【受　　付】随時

【対象事業者】市内の事業者優先

【申 込 先】浅井支所(7７４－４３５０)

市の公用車や発行物などでお店をＰＲしませんか

広告
公用車の種類

広告スペース
上限表示 縦×横(cm)

募集枠
広告料(税込)
(１か月あたり)

軽自動車

普 通 車

３枠
1,500円

１枠

側面(１面)
30×50

側面(１面)
30×50

※土日を除き、お盆の期間も受け付けます。

対象となる手当 提出書類

児童扶養手当

特別児童扶養手当

現況届

所得
状況届

提出期間

８月３日(月)
～

31日(月)

８月11日(火)
～

９月10日(木)

問合せ・提出先

子育て支援課
〈西館１階〉

7６５－６５１４

北部振興局
福祉生活課

各支所

しょうがい福祉課
〈西館１階〉

7６５－６５１８

特別障害者手当

障害児福祉手当

(経過的)福祉手当



このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

７月１日(水)～
安心安全な社会づくりをめざして　　
犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更生について理解を

深めようと、全国的に展開している「社会を明るくする運動」。

７月はその強調月間で、市内でも駅前や大型量販店・スーパ

ーなどで中高生や保護司会、更生保護女性会のメンバーが、う

ちわやポケットティッシュなどを配りながら元気に呼びかけ、

啓発活動を行いました。

７月７日(火)
冨田人形を通じて国際交流　
滋賀県選択無形民俗文化財である人形浄瑠璃「冨田人形」を学

ぶ留学生たちが、びわ北小学校で「式三番叟」を披露しました。

留学生はアメリカやイギリスなどから「冨田人形サマープログラ

ム」に参加する大学生11人。ホームステイをしながら人形使いや

三味線、浄瑠璃語りなど、日本文化を中心に学んでいます。

児童との交流会では、簡単な英語や片言の日本語、身振り手振

りを交えながらコミュニケーションを図りました。

7月10日(金)
千日分のご利益を求め全国から　
高月町唐川にある赤後寺で営まれた恒例の千日会法要。国の

重要文化財「千手観音立像」と「聖観音立像」はコロリ観音の
愛称で親しまれ、３回お参りすると天寿を全うし、何の苦しみ
もなくコロリと極楽往生できるという珍しいご利益があるとさ
れ、全国から信仰を集めています。
千日分お参りしたのと同じご利益があるとされるこの日、地

元の人はもちろん、県内外から多くの参詣者が訪れ、静かに手
を合わせていました。

７月10日(金)、11日(土)
耕作放棄地をもう一度畑に　
金太郎伝説の残る西黒田地域でNPO法人つどい主催の「大豆の

種まき」イベントが開かれました。「つどい」では、地域ボランテ
ィアの協力を得ながら、耕作放棄地を再活用するため「きんたろう
村農園」として農作物の栽培や畑の管理を行っています。
この日は、子どもも参加して、ボランティアの人たちに教わ

りながら大豆の種を植えました。種まきのあとは、農園で育っ
たトマトやナスなど旬の野菜を摘み取り、ピザ生地にトッピン
グ。石窯で焼き、出来立てを味わいました。

「長浜　ほっとにゅ～す」 検索
G
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団体名

活動場所

活動PR

10年前に16人から始まったこの会は、
今年11年目で仲間が100人を超えそう
です。増えていく理由は、子どもや孫た
ちの笑顔と、喜ぶ姿が見えてくるから
です。
地元の保育園、幼稚園、小学校へ行っ

て絵本を読んだり、話したりすると「ま
た来てね」「今度は違う本を読んでね」
と言って元気をくれます。
本が好き、子どもが好きな方、ぜひ入

会してください。多くの楽しい仲間たち
が待っています。
すでに今年の養成講座が始まっていま

す。お急ぎください。
入会の申込みは健康推進課(765－

7759)までお願いします。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介します。
広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみませんか。掲載希
望は市民広報課まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の住民が参
加する活動や団体などは掲載できません。

ジーバーぽこぽこ
〈代　表〉植谷　善之さん(762－8406)

各小学校区の保育園、幼稚園

小学校、老人施設

７月11日(土)
タイ王国の魅力がいっぱい
タイの文化に親しんでもらおうと6月から行われてきた「タ

イ王国フェア」。最終日には、タイの伝統文化を愉しむイベント
が長浜市多文化共生・国際文化交流ハウスＧＥＯで開催されま
した。
この日は、多文化サークルと滋賀文教短期大学のタイ人留学

生による文化紹介、手の動きが特徴的で美しいタイ舞踊の披露
とプチレッスンが行われました。また、カレーやデザートなど
タイの食文化を皆で楽しみ、交流の花が咲きました。

7月12日(日)
もしものときに備えて
福井県にある美浜発電所の事故を想定して原子力防災訓練が

行われました。この訓練は、大規模避難にかかる体制の検証、
対応手順の確認、原子力防災対策の充実を図るため市と県が合
同で行ったものです。
今回は、余呉地域の住民約500人が訓練に参加。余呉の避難

集合場所からバス14台に分乗し長浜ドームに移動。スクリーニ
ングを受けた後、専門家による講演会を聞き、原子力事故に関
する知識を深めました。
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市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくは市ホームページまで。

市政の動き
(６月16日～７月15日)

会議名など 内　容

６月24日(水)
第７回長浜市空き家対策懇話会
担当課：建築住宅課 (7６５－６５３３)

特定空家等への対応について議論し、空家等対策計画を一
部修正。また、条例や取組施策についても意見交換を行い
ました。

特定空家等への対応について議論し、空家等対策計画を一
部修正。また、条例や取組施策についても意見交換を行い
ました。

６月26日(金)
第１回長浜市総合計画審議会
担当課：総合政策課(7６５－６５０５)

市長から総合計画の策定に関する諮問を受けました。その
後、事務局から審議会の運営方針等について説明を受け、
将来の長浜市について意見交換を行いました。

７月３日(金)
第１回長浜市市民協働推進会議
担当課：市民協働推進課(7６５－８７１１)

平成26年度実施結果および平成27年度の実施予定につい
て報告を受け、中間支援組織については、現時点での市の
考えが示され、意見交換を行いました。

７月６日(月)
第２回長浜市教育振興基本計画策定委員会
担当課：教育総務課(7６５－８６０３)

長浜市教育振興基本計画(第２期)の具体的な施策(案)につ
いて事務局から説明を受け、意見交換を行いました。

７月７日(火)
第1回長浜市地域公共交通会議
担当課：都市計画課(7６５－６５６２)

平成26、27年度のバスおよび乗合タクシー事業について
事務局から説明を受け、今後の公共交通に関する意見交換
を行いました。

７月８日(水)
第３回長浜市都市計画道路見直し方針検討委員会
担当課：都市計画課(7６５－６５４１)

見直し評価の全体の流れを確認するとともに、見直し評価
項目に基づく暫定結果(案)について事務局から説明を受け、
意見交換を行いました。

７月９日(木)
第５回長浜の未来の学校づくり検討会議
担当課：教育改革推進室(7６５－８６０４)

小中一貫校の制度化にかかる国の動き等について説明を受
け、今後の魅力ある学校づくりについて、地域別の部会で
意見交換を行いました。

７月９日(木)
第１回長浜市地域密着型サービス運営委員会
担当課：高齢福祉介護課(7６５－７７８９)

審査を行ない、施設整備事業者として次の法人を選定することに決定しました。
①認知症対応型共同生活介護(グループホーム) ㈱さくら
②地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護(特別養護老人
ホーム) (社福)尊徳会

７月15日(水)
長浜市教育委員会事務評価委員会
担当課：教育総務課(7６５－８６０３)

平成26年度の教育委員会の活動概要と、教育振興基本計画
に基づき作成した実施プランの事務事業のうち、基本目標
１～３の自己点検・評価について事務局から説明を受け、
その内容を審議しました。

河
川
敷
等
を
徘
徊
す
る
野
犬
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
と
市
が
協
力
し
な
が
ら
、
檻

等
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
野
犬
対
策
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
野
犬
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
捕
獲
檻
の
中
の
エ
サ
に
誘
わ
れ
な
く
な
り
、
捕
獲
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
）

■
危
険
で
す
の
で
捕
獲
檻
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
捕
獲
檻
に
犬
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
竹
や
ぶ
や
小
屋
な
ど
で
「
ね
ぐ
ら
」
を
発
見
さ
れ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
犬
対
策
に
ご
協
力
を

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

【
連
絡
先
】

滋
賀
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
7
０
７
４
８
‐
７
５
‐
１
９
１
１
）

環
境
保
全
課

（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

Eメール 

地域で子どもたちのために何かしたいと思っている

人や、子育て中でアドバイスを求めている人など、子

育てに関心のある人のための講座です。

子育てについて共に学び、子どもも大人も明るく笑

って過ごせるような、そんな環境をみんなでつくりま

しょう。

【場　所】湖北支所(湖北町速水)

【時　間】10時～11時30分

【定　員】80人

【対象者】子育てに関心のある人ならどなたでも。

【託　児】１回１人100円　(先着20人)

【申込み】８月21日(金)までに①氏名 ②住所 ③年齢

④電話番号 ⑤託児希望・託児年齢を電話、

ＦＡＸ、メール等により下記まで申込みく

ださい。

子育てサポーター養成講座の受講生を募集します　　
■問生涯学習課(7６５－６５５２)

認知症を正しく理解し、認知症の人とその家族を温
かく見守る認知症サポーターマスコット、オレンジ色
のロバの作品を募集します。
認知症の人とその家族に寄り添う、やさしい思いが

伝わる作品の応募をお待ちしています。

【応募資格】
市内在住または通勤・通学している小学生以上の人

【募集作品】
①ぬいぐるみ(中に綿などを詰め、４本足で立つもの)
②ストラップ(ひも付きで、中に綿などを詰めたも
の、または布２枚を張り合わせたもの)
※いずれもオレンジ色を基調にした布(フェルト可)
を必ず使用してください。大きさは自由です。

【応募締切】10月29日(木)
【応募方法】
任意の様式に①氏名②住所③電話番号④年齢(小中
学生は校名・学年)⑤作品に対する思い(60字以内)
を明記し、直接または郵送で右記まで。

【そ の 他】
・応募費用(材料費、郵送費等)は個人負担となります。
・応募作品はお返しできません。
・11月29日(日)開催の市民のつどいで展示、啓発事業
等に活用します。(展示の際には、氏名、学校名および
学年を公表します)
・型紙が必要な人は、担当
課まで問合せください。
・ぬいぐるみの写真など、
詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

認知症サポーターマスコット「オレンジロバ」の
作品を募集します　 ■問地域包括支援課(7６５－７８４１)

開　講　日

９月２日(水)

９月８日(火)

９月16日(水)

９月29日(火)

10月８日(木)

内　　　容 講　　　師

母の子育て、父の子育て
～元祖イクメンと考える“わたしの子育て”～
一緒に考えよう！
～気になる子どもの育て方～
ことばを育む子育ちのお話
～キレる子・キレない子、何が違う？～
子育てに悩む保護者への寄り添い
～心のこもった支援とは～
あなたにできる子育て支援
～地域に広げよう子育て支援の輪～

NPO法人mottoひょうご
事務局長　栗木　剛　氏
長浜市教育相談室
上杉　晴美 スーパーバイザー
楽育のたね
主宰　中島　みちる 氏
長浜市教育相談室
伊藤　路子 指導員
あいあいらんど子育て支援センター 金森 千津子 主幹
市内子育て支援活動実践者

申込み・問合せ先
生涯学習課 7６５－６５５２　5６５－６５７１

syougaku@city.nagahama.lg.jp

応 募 先
地域包括支援課
○長浜地域包括支援センター〈東館１階〉
〒526－8501  八幡東町632
○北部地域包括支援センター〈高月支所１階〉
〒529－0233  高月町渡岸寺160 

■４講座以上受講者には修了証書をお渡しします。
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知の講座「豊かに生きる」受講者募集
【会　場】長浜図書館(朝日町)
【時　間】13時30分～15時30分
【定　員】各30人（申込先着順・無料）※単講座の参加も可。
【申込み】８月７日(金)10時から市内各図書館へ直接または電話で。
【講座内容】

健康のためにみんなで歩いてみませんか
スマートフォンのアプリを使い、参加期間・コース

を選んで自由に歩いていただきます。
参加者の歩いた距離は、スマホが計測し、規定の距離

を達成したグループの中から抽選で、旅行券など豪華賞
品をプレゼント。ぜひ、仲間や家族などグループでの参
加をお待ちしています。一人での参加も大歓迎。
※参加にはスマートフォンが必要です。お持ちでない
人には専用歩数計の貸出しあり。

【実施期間・申込期限】
第１日程　９月11日(金)～20日(日)･･･８月31日(月)
第２日程　10月６日(火)～15日(木)･･･９月25日(金)
第３日程　11月１日(日)～10日(火)･･･10月20日(火)
【コ ー ス】 ・５人１組で200㎞コース

・３人１組で120㎞コース
・１人で40㎞コース

【参 加 費】１人600円
【申 込 み】
市役所、各支所、市内公共施設等にある申込用紙ま

たは市ホームページの申込フォームに必要事項を記入
し、郵便振込みまたは下記まで直接。
※「ＪＴＢスポーツステーション」http://jtbsports.jp/
からの申込みもできます。(会員登録必要)

みんなで一緒にながはま健康ウォーク 参加者募集
■問健康推進課（7６５－７７７９）

■問･申長浜図書館(7６３－２１２２)

８月は
『道路ふれあい月間』です
この月間は、皆さんがあたり前の

ように利用している道路の大切さを
認識し、正しく利用することについ
て考えていただく期間です。
一人ひとりの心がけによって道路

をいつも美しく、安全に利用しまし
ょう。

『いい出会い　いい道からの　贈り物』
（平成27年度一般の部最優秀標語）

■問道路河川課（7６５－６５３１）

口座振替にするとお得です
10月～翌年３月分の国民年金保険料を口座振替

でまとめて前納すると、保険料が92,480円となり、
毎月15,590円を納付するよりも1,060円お得で
す。ぜひご利用ください。
６か月前納を利用するには申込みが必要です。

８月末までに年金事務所または口座振替を希望す
る金融機関等で申込みください。
引き落とし日は、11月２日（月）です。
※現在、口座振替で毎月納付している人が、６か
月前納を希望する場合は、口座振替方法の変更
手続きが必要です。

■問彦根年金事務所国民年金課
（7０７４９－２３－１１１４）

一日年金相談所を開設します
【と　　き】９月17日(木)
【と こ ろ】市役所本庁舎３－C会議室＜西館３階＞
【相談時間】10時～16時
【申込方法】１週間前までに、下記の予約専用電話

で申込みください。

予約専用電話
彦根年金事務所 7０７４９－２３－５４８９
（平日の８時30分～17時15分）
※予約専用電話では、予約以外の用件はお受けで
きません。

■問彦根年金事務所お客様相談室
（7０７４９－２３－１１１６）

国民年金のお知らせ

プレミアムお買い物券の有効期限は
８月31日までです
「プレミアムお買い物券」「子育て応援券」をお持

ちの人は、８月中にご利用ください。
有効期限を過ぎますと使用できなくなりますので、

ご注意ください。

■問長浜ビジネスサポート協議会(長浜商工会議所内)
（7６２－２５００）

と　き

９月12日(土)

10月18日(日)

10月25日(日)

演　題 講　師

「恵文社一乗寺店の棚づくり・街づくり」

「おしゃれマナー教室
～手紙の書き方・訪問の心得～」
「税務署は見ている
元国税調査官が語る税のおはなし」

恵文社　一乗寺店　
店長　堀部　篤史 氏
小笠原流礼法　
総師範　芹田　菱美 氏
飯田真弓税理士事務所　
代表税理士　飯田　真弓 氏

手
話
の
入
門
講
座
で
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
　
き
】
９
月
10
日
（
木
）
〜
12
月
10
日
（
木
）

18
時
30
分
〜
21
時
（
毎
週
木
曜
日
全
14
回
）

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
１
階
　
多
目
的
ル
ー
ム
１

【
受
講
料
】
３，
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
対
象
者
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

【
定
　
員
】
30
人
程
度
（
先
着
順
）

【
申
込
み
】
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
し
ょ
う
が
い
福
祉

課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所
窓

口
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
。

【
申
込
先
】
〒
５
２
６
‐
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
　
5
６
４
‐
１
７
６
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

「
入
門
課
程
」
を
開
催
し
ま
す

■問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
８
）

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
保

持
増
進
お
よ
び
将
来
医
療
費
削
減
を
図
る
た
め
、
被
保

険
者
の
レ
セ
プ
ト
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
デ

ー
タ
等
を
分
析
・
活
用
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す
る

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画
（
素
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
７
月
31
日
（
金
）
〜
９
月
４
日
（
金
）

【
閲
覧
場
所
】
保
険
医
療
課
、
北
部
振
興
局
地
域
振
興
課
、

各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
素
案
）
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
２
）

川
村
英
子
さ
ん
が
「
近
畿
管
区
警
察
局
長
・
近
畿
防
犯

協
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
か
ら
暴
力
対
策
部
会
員
、
平
成
17
年
４

月
か
ら
は
防
犯
部
会
員
と
し
て
、
犯
罪
撲
滅
に
尽
力
。
ま

た
、「
六
荘
防
犯
推
進
委

員
会
」
や
市
民
安
全
安

心
セ
ン
タ
ー
「
ま
ち
の

常
夜
灯
」
の
活
動
の
ほ

か
、
長
浜
小
学
校
子
ど

も
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
環
境
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

提
出
先
・
問
合
せ
先

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

〒
５
２
６
‐
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

5

６
５
‐
６
０
１
３

h
o
ken
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

申込先
健康推進課〈ながはまウェルセンター１階〉
長浜市保健センター浅井分室〈浅井支所１階〉
北部健康推進センター〈高月支所西側〉

▲受賞された川村さん(寺田町)

Eメール 

締切
締切
締切
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皆さん、こんにちは！
暑い夏を乗り切るには、やはりアイスです！
私は子どものころからアイスがとても好きでした。
母の話では、私の将来の夢はアイス屋さんになるこ
とだったそうです。覚えていませんけど…。
日本には棒ジュースを凍らせたチューペットのよ

うなアイスがあります。ブラジルにも似たようなも
のがあり、サンパウロ州では「geladinhoジェラジ
ーニョ」か「gelinhoジェリーニョ」と呼ばれ、地
方によって名前が変わります。例えば「sacoleサコ
レー」、「jujuジュジュ」や「chup-chupシュピシュ
ピ」などです。ブラジルのほとんどの「ジェラジー
ニョ」は手作りです。家計を助けるために友人や近
所の人に売っている人がいます。30年間「ジェラジ
ーニョ」を作り続け、22種類のアイスのメニューを

持っている人がニュース番組に取り上げられたこと
もあります。「ジェラジーニョ」は、一本20円くら
いです。作り方は簡単！あらかじめ好きなジュース
を作って、専用の袋に詰め、先端を結び、冷凍庫に
入れるだけです。
ブラジルにはたくさんの種類の果物があるため、

色とりどりで様々な味のアイスが作れます。皆さん
は、どういうふうにこの夏を乗り切りますか。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『夏は、やっぱりアイスだ！』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆

Verão
ヴ ェ ラ ゥ ン

→ 夏　「rão」を強く発音

▲ブラジルの「ジェラジーニョ」

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

勇
気
を
出
し
て

早
め
の
受
診
を

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

毎
週
金
曜
日
、
産
婦
人
科
外
来
と

腹
腔
鏡
下
手
術
の
た
め
、
滋
賀
医
科

大
学
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
長
浜
病

院
に
よ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
滋
賀
医
科
大
学
産
科
学
婦
人

科
学
講
座
准
教
授
で
、
医
師
と
し
て

23
年
目
に
な
り
ま
す
。
大
学
病
院
で

は
、
体
外
受
精
な
ど
の
不
妊
症
治
療
、

不
育
症
の
診
断
と
治
療
、
子
宮
筋
腫
、

子
宮
内
膜
症
、
卵
巣
嚢
腫
な
ど
に
内

視
鏡
下
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
外
来
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
１
年
く
ら
い
経
ち
ま
す
が
、
不
妊

症
、
不
育
症
、
子
宮
内
膜
症
で
お
困

り
の
患
者
さ
ん
が
徐
々
に
増
え
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
病
気
の
人
の
中
に
は
、

症
状
が
全
く
な
い
、
あ
る
い
は
症
状

が
非
常
に
軽
い
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

殊
に
不
妊
症
は
、
本
人
が
、
な
か
な

か
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
な
い
と
自
覚
し

な
い
限
り
全
く
無
症
状
で
あ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
際

に
診
療
を
行
う
と
、
重
篤
な
状
態
が

見
つ
か
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

産
婦
人
科
の
診
察
に
抵
抗
を
持
た

れ
る
人
は
多
い
で
す
が
、
少
し
で
も

不
安
な
こ
と
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、

勇
気
を
出
し
て
早
め
の
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

長
浜
病
院
で
の
診
療
に
あ
た
り
、

湖
北
の
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
誠
意

を
持
っ
て
診
療
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
産婦人科

非常勤医師　木村 文則　

市立病院通信 -KK-

市長 
コラム　 
市長 
コラム　 6161パ

リ
祭
で
長
浜
の
魅
力
発
信

友
好
と
世
界
平
和

暑
い
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
月
、
在
京
都
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
か

ら
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、「
パ
リ
祭
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
京
都
の
関
西
日
仏
学
館
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
が
、
会
場
に
は
総
領
事
か

ら
招
待
を
受
け
た
各
国
の
関
係
者
３
０

０
人
あ
ま
り
が
集
ま
り
、
和
や
か
に
歓

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
と
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
と
の
出
会
い

は
、
４
月
の
曳
山
ま
つ
り
に
遡
り
ま
す
。

長
浜
市
で
は
、
精
神
性
の
高
い
観
音
文

化
を
全
世
界
へ
発
信
し
て
い
こ
う
と
、

「
観
音
の
里
の
祈
り
と
く
ら
し
」
と
題
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
（
英
語
版
）

を
制
作
し
、
ま
ず
は
、
在
日
大
使
館
や

総
領
事
館
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。
そ

し
て
興
味
・
関
心
を
示
し
て
く
だ
さ
っ

た
国
の
一
つ
が
フ
ラ
ン
ス
で
、
総
領
事

は
実
際
に
長
浜
で
曳
山
ま
つ
り
や
観
音

様
、
ま
ち
の
様
子
を
ご
覧
に
な
り
、「
も

う
一
度
訪
れ
た
い
ま
ち
」
と
の
感
想
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ご
縁
が
今
回
に
つ
な
が
り
、

パ
リ
祭
で
は
、
同
じ
よ
う
に
長
浜
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
ド
イ
ツ
総
領
事
と
の

再
会
が
あ
り
、
姉
妹
都
市
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ

の
イ
タ
リ
ア
総
領
事
と
も
お
会
い
し
、

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
長
浜
を
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化

で
交
流
し
つ
な
が
る
こ
と
に
、
大
変
意

義
深
い
も
の
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
の
夏
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠

牲
に
な
っ
た
あ
の
大
戦
か
ら
70
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
は
友
好

と
信
頼
の
も
と
に
平
和
を
築
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
改
め
て
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲パリ祭でフランス総領事
シャルランリ・ブロソー氏と

８
月
23
日
（
日
）
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
家
庭
ご
み
の
持

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
各
施
設
と
も
）

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

９
月
27
日
（
日
）

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

８
月
23
日(

日)

は

ご
み
の
持
込
み
が
可
能
で
す

毎
月
第
２
土
曜
日
と
第
３
木
曜
日
は
市
内
に
献
血
バ
ス
が

定
期
配
車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
８
月
８
日
（
土
）

西
友
長
浜
楽
市
店
駐
車
場

②
８
月
20
日
（
木
）

イ
オ
ン
長
浜
店
駐
車
場

※
①
②
と
も
受
付
時
間
は
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

４
０
０
mL
献
血
を
お
願
い
し
ま
す

※
献
血
に
は
年
齢
・
体
重
等
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（h
ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

）

■問
健
康
推
進
課
（
7
６
５
‐
７
７
７
９
）

８
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い 献血 
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

菅か
ん

山ざ
ん

寺じ

は
大お

お

箕み

山
（
標
高
４
３
２
m
）

の
山
頂
付
近
に
あ
る
山
岳
寺
院
で
す
。

緑
深
い
山
中
は
現
在
で
も
車
が
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
も
っ
と
も
近
い
駐
車
場

か
ら
境
内
ま
で
30
分
ほ
ど
歩
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
菅
山
寺
は
奈
良
時

代
に
照

し
ょ
う

檀だ
ん

上
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、

平
安
時
代
に
菅
原
道
真
が
再
興
し
た
と

い
い
ま
す
。
本
尊
不
動
明
王
坐
像
（
市

指
定
文
化
財
）
は
道
真
の
時
代
か
ら
少

し
下
が
っ
た
平
安
時
代
中
期
の
作
で

す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
菅
山
寺
僧
専
暁

せ
ん
ぎ
ょ
う

（
１
２
３
３
〜
１
３
０
９
）
に
よ
っ
て

建
治
元
年
（
１
２
７
５
）
に
宋
版

そ
う
は
ん

一
切

い
っ
さ
い

経
き
ょ
う

七
千
巻
（
現
増
上
寺

ぞ
う
じ
ょ
う
じ

蔵
・
重
要
文
化

財
）
が
請
来
さ
れ
、
多
数
の
仏
像
や
仏

画
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
隆
盛
を
極
め

ま
し
た
。
同
じ
こ
ろ
鋳
造
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
銅
鐘
で
す
。

銅
鐘
は
、
総
高
約
１
２
８
㎝
、
口
径

約
70
㎝
で
、
重
量
が
３
５
６
㎏
あ
り
ま

す
。
鐘
身
に
建
治
３
年
（
１
２
７
７
）

５
月
８
日
の
印
刻
銘
が
あ
り
、
滋
賀
県

内
の
在
銘
梵
鐘
と
し
て
は
、
日
吉
神
社

（
高
月
町
井
口
）
に
あ
る
寛
喜
３
年

（
１
２
３
１
）
の
銅
鐘
に
次
ぐ
２
番
目

の
古
さ
を
も
つ
基
準
作
例
で
す
。
銘
文

に
は
、
建
治
３
年
に
一
山
衆
徒
と
と
も

に
「
大
工
右う

馬ま

允
の
す
け

丹た
ん

治
国
則

じ

く

に

の

り

」
が
鋳
造

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
治
国
則

は
河
内
国
丹
南
郡
（
現
在
の
大
阪
狭
山

市
・
堺
市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
・
藤

井
寺
市
周
辺
）
を
拠
点
と
し
て
、
全
国

各
地
で
活
躍
し
て
い
た
河
内
鋳い

物も

師じ

の

一
員
で
す
。

こ
の
銅
鐘
が
あ
っ
た
山
上
の
本
堂
脇

の
鐘
楼
は
、
長
い
年
月
と
積
雪
な
ど
の

影
響
で
傷
み
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
銅
鐘
自
体
も
内
部
に
塩
類
が
入
り

込
み
、
そ
れ
が
水
分
を
呼
ん
で
中
か
ら

錆
が
噴
出
す
る
ブ
ロ
ン
ズ
病
に
侵
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
元
坂
口
自
治

会
で
は
、
平
成
26
年
度
に
銅
鐘
の
文
化

財
保
存
修
理
と
、
麓
の
里
坊
で
あ
る
弘

善
館
へ
の
移
設
を
実
施
し
ま
し
た
。

山
中
で
の
搬
送
に
は
１
ト

ン
ま
で
積
載
で
き
る
ク
ロ
ー

ラ
ー
ダ
ン
プ
を
使
用
。
雪
解

け
を
待
っ
て
事
前
に
試
験
走

行
を
行
い
、
前
日
に
は
土
嚢

袋
や
枕
木
を
ぬ
か
る
ん
だ
山

道
に
配
置
し
ま
し
た
。
初
日

に
鐘
楼
か
ら
銅
鐘
を
慎
重
に

降
ろ
し
て
現
地
で
梱
包
し
、

翌
日
は
丸
１
日
か
け
て
駐
車

場
ま
で
運
ん
で
、
そ
こ
か
ら

は
美
術
品
専
用
運
搬
車
に
積
み
替
え
て

修
理
工
房
ま
で
輸
送
し
ま
し
た
。

修
理
は
錆
取
り
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

脱
塩
処
理
が
中
心
で
、
中
か
ら
再
び
錆

が
浮
い
て
こ
な
い
よ
う
に
塩
類
濃
度
測

定
で
確
認
し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
表
面
の
防
錆
処
理

の
た
め
の
樹
脂
塗
布
に
は
何
度
も
試
験

を
重
ね
、
強
度
を
保
ち
な
が
ら
照
り
が

出
な
い
濃
度
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
里
坊
で
安
全
に
展
示
す
る
た
め
に
、

十
分
な
強
度
と
美
観
を
兼
ね
備
え
た
展

示
台
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

鋳
造
か
ら
７
３
８
年
を
経
て
よ
み
が

え
っ
た
銅
鐘
は
、
現
在
弘
善
館
で
そ
の

威
容
を
間
近
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５
‐
２
２
７
３
）

シリーズ○
 52

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成27年７月１日現在

重要文化財

銅　鐘
（菅山寺）

大正15年4月9日　指定
所在地　余呉町坂口

▲菅山寺銅鐘

銅
鐘
搬
送
の
様
子
（
荷
台
の
木
枠
が
銅
鐘
）

▲

ながはま寄席『上方落語競演会』
毎年恒例のながはま寄席。今回は上方落語競演会と題し、桂

ざこばをはじめ笑福亭福笑など多くの落語家を迎え、落語好き
な人はもちろん、興味を持っている人、初めて聞く人にも十二
分に上方落語の魅力をお楽しみいただきます。
【と　き】10月30日(金) 19時～21時(18時30分開場)
【ところ】長浜文化芸術会館(大島町)
【出　演】桂ざこば、笑福亭福笑、笑福亭三喬

桂吉弥、桂阿か枝、なにわの会(お囃子)
【入場料】一般4,000円(全席指定)
【前売券発売日】８月２日(日)
【前売所】長浜文化芸術会館、浅井B&G海洋センター、

長浜市民体育館、長浜サンパレスほか
■問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団〈長浜文化芸術会館内〉7６３―７４００　 5６３―７４０１

婚活応援セミナーを開催します
今時の結婚事情について解説。結婚や婚活について悩んでいる人に、出会いの場・お見合いでの心得などを伝授

します。
【と　き】９月26日(土) 講演14時～15時30分(受付13時30分)
【ところ】市役所本庁舎　多目的ルーム１・２＜西館１階＞
【演　題】今時の結婚事情について　～出会いをもっとシンプルに楽しもう～
【講　師】株式会社お見合い塾　塾長　山田　由美子 氏
【参加費】500円 ※当日徴収
【対　象】20才以上　※独身者向けのセミナーです。
【定　員】30人程度(先着順)
【申込み】８月５日(水)～９月18日(金)に氏名、住所、生年月日、電話番号、性別を記入し電話、FAX、メールまたは直接下記まで。
■問･申社会福祉課　7６５－６５３６　 5６４－１７６７　 konkatsu@city.nagahama.lg.jpEメール 

Eメール 

桂　ざこば 笑福亭 福笑

主催　湖北地区結婚相談員連絡会
「Autumn Coupling Party」～すてきな出会いを　実らせませんか～
【と　き】９月27日(日)10時～15時30分
【ところ】ルッチプラザ〈米原市民交流プラザ〉(米原市長岡)
【内　容】自己紹介～ホットプレートでパエリア作り～食事＆トーク～カップリング発表
【対　象】50歳以下の独身の男女

●男性：長浜市・米原市在住
●女性：地域問わず

【定　員】男女各16人（定員を超えた場合は抽選）
【参加費】男性3,000円　女性2,000円
【申込み】８月３日(月)～31日(月)に氏名、住所、生年月日、電話番号、性別を記入し郵送、FAX、メール

または電話で下記まで。(電話は平日８時30分～17時)
【その他】抽選結果は後日郵送。参加確定後のキャンセルは負担金を徴収。
■問･申湖北地域農業センター〈湖北農業会館内〉〒５２６－００６５　公園町９－２３

7６２－４１４３　 5６２－４１４４　　　kohoku-nougyou@tree.odn.ne.jp
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外壁 

電気は取扱いを誤ると感電や火災の
原因になります。下記の点に気をつ
けてください。
○電気はムダなく安全に使いましょう
○自家用設備の電気事故は、適切な
保守点検と計画的な更新で防ぎま
しょう

○地震、雷、風水害などの自然災害
に備え、電気の安全に努めまし
ょう

■問関西電気保安協会彦根営業所
（7０７４９－２３－０３５４）

建退共制度とは建設現場で働く人が
退職したときに業界全体で退職金を
支払う制度です。建設業を営む事業
主が加入でき、掛金は１人日額310
円です。
※詳細は建退共HPをご覧ください。
■問建退共滋賀県支部
（7０７７－５２２－３２３２）

戦中戦後の長浜を振り返り、地域に残
されたものや生活に焦点をあてます。
【会　期】９月13日(日)まで

※月曜日、祝日の翌日は休館。
【会　場】浅井歴史民俗資料館(大依町)
【入館料】大人300円 小中学生150円
※長浜・米原両市の小中学生は無料
■問浅井歴史民俗資料館（7７４－０１０１）

大人も子どもも楽しめます。友達同士
や家族でご参加ください。参加無料。
【と　き】８月６日(木)18時30分～
【ところ】虎姫公民館(田町)
【講　師】バルーンパフォーマー アキ
■問とらひめまつり大会委員会事務局
(7７３－４０６０) 

【と　き】８月８日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町）
【内　容】特売セール、福引抽選会

(空くじなし）、うどん・そ
ば・おにぎり・いなり寿司
コーナー、青果・鮮魚販売
コーナー

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

【と　き】８月16日(日)10時～(9時受付)
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【対　象】アマチュアならどなたでも
【参加費】一般2,000円、中高大学生

1,500円、小学生1,000円
(昼食付き)

※申込不要。クラスごとに賞品あり。
※詳しくは日本将棋連盟長浜支部HPで。
■問日本将棋連盟長浜支部
(7０９０－８５７８－２５４３）

基調講演とパネルディスカッション。
【と　き】８月30日(日)

13時30分～16時35分
【ところ】長浜文化芸術会館(大島町）
【内　容】
① 知っておきたい今後のがん治療
北海道がんセンター
名誉医院長　西尾　正道 氏
②湖北、滋賀のがん治療
―放射線治療を中心に―
市立長浜病院
放射線治療センター長　伏木　雅人氏
※申込不要。参加無料。
■問市民のためのがん治療の会滋賀県支部
（5６４－０５８８）

comshiga@gmail.com

食事や会話を楽しみながら交流しませんか。
【と　き】９月２日(水)18時～20時
【ところ】長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスGEO
ジ オ

(神照町)
【参加費】1,000円【定員】８人(先着)
【申込み】８月21日(金)までに下記まで。
■問･申長浜市多文化共生・国際文化交流

ハウスGEO (7６３－４４００)
※木曜日・祝日の翌日は休館

【と　き】９月５日(土)
13時30分～16時

【ところ】草津市立市民交流プラザ
(草津市野路１丁目)

【内　容】講演、体験談発表、交流会
(悩みや問題を語り合う)

【講　師】滋賀医科大学医学部附属病院
皮膚・排泄ケア認定看護師
河村　光子 氏

【対　象】50代位までのオストメイト
※予約不要、参加無料。

■問 (公社)日本オストミー協会滋賀県支部
(7０７７－５６２－１７７３)

ネイティブスピーカーと交流できる
外国語教室を見学しませんか。
【と　き】８月19日(水)、 23日(日)、

25日(火)
【ところ】長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスGEO
ジ オ

(神照町)
【内　容】英語、ポルトガル語、韓国

語、スペイン語
※参加無料。詳細、申込みは下記まで。
■問･申長浜市多文化共生・国際文化交流

ハウスGEO (7６３－４４００）
※木曜日・祝日の翌日は休館。

国道365号沿い(プラザふくらの森周
辺)に平成28年度中オープン予定の道
の駅の名称を募集します。
【締切り】８月15日(土)
【応　募】はがきに①名称②理由③住

所④氏名⑤電話番号⑥年齢
⑦性別を記載し、下記まで。

※採用者に地域特産品プレゼント。
■問･申東浅井商工会(7７４－０１９４)

〒５２６－０２４４ 内保町301

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◆道の駅(仮称)森の駅　名称募集

◆８月は電気使用安全月間です

◆建退共に加入しましょう

◆バルーンアート教室＆ショー

◆企画展「第13回終戦記念展
―くらしとものにみる昭和史―」

◆第50回長浜市長杯争奪将棋大会

◆アウグスブルク市青年使節団交流会

お知らせ 【試験日】９月20日(日) 
【ところ】滋賀大学教育学部

(大津市平津)
【受付期間】８月１日(土)～31日(月)
※詳しくは県警察HPで。
■問滋賀県警察本部警務課採用係
（7０１２０－２０４－３１４）

【と　き】10月４日(日)９時～17時
※雨天中止

【ところ】浅井文化スポーツ公園(大依町)
【参加費】１人500円
【定　員】午前：ダブルス(男子、女

子、ミックス、初心者)20組
午後：ジュニア(小中学生)
シングルス20人

【申込み】９月11日(金)までに①氏名
②電話番号③出場種目をメ
ールで下記まで。

■問･申長浜テニス協会
nta_enjoy@yahoo.co.jp

【と　き】10月11日(日)10時～15時
【ところ】臨湖(港町)
【出店料】室内(２×２ｍ)1,000円

屋外(３×２ｍ)700円
【申込み】８月31日(月)までに電話ま

たは直接下記まで。
※申込締切後抽選。

■問･申臨湖(7６５－２１２０) 

湖北の生産者と消費者を結ぶイベント。
【と　き】10月24日(土)、25日(日) 
【ところ】長浜バイオ大学(田村町)
【出店料】１日１区画(2.5×2.5m)

1,000円
【募集数】20～30区画
【申込み】８月31日(月)までに下記まで。
■問･申長浜バイオ大学　渡邉

(7０８０－２６１５－１７２０) 

【と　き】11月７日(土)、８日(日)
10時～16時

【ところ】滋賀大学経済学部
(彦根市馬場)

【出店料】１区画(３×３ｍ)500円
※両日出店の場合700円

【募集数】各日 屋外50 屋内60
【申込み】インターネット・郵便は９

月30日(水)まで。電話・
FAXは８月24日(月)～30
日(日)。※先着順。

※詳しくは滋大祭実行委員会HPで。
■問･申滋大祭実行委員会

(7/5０７４９－２７－１１３７)

◆第２回滋賀県警察官採用試験 ◆滋賀大祭フリーマーケット出店者募集

◆エンジョイテニス大会出場者募集

◆フリーマーケット出店者募集

◆命洸祭農産物直売所出店者募集

催　し

講座・教室
相　談

募　集

◆きゃんせ土曜市 ◆若い年代のオストメイト交流会

◆外国語で話してみよう
◆市民のためのがん治療の会講演会
「がんは放射線でここまで治る」

Eメール 

Eメール 

5,000

不用品交換情報(7月10日現在)
ください（無料）
○キャンプ用品（ランタン、テーブル、イ
ス調理器具）○保温ジャー○冷蔵庫○ぶら
さがり健康器○リアカー（小）○ミシン
アイロン○腹筋トレーニングマシーン○キ
ャンプ用品（テント、バーベキューコンロ、
タープ、寝袋）○長机○アコーディオンカ
ーテン○水槽○マッサージチェア○介護用
ベッド（リクライニング式）○自転車（大
人用・子ども用）○夫婦座布団○二槽式洗
濯機

ゆずってください（有料）
○長机○介護用ベッド（リクライニング式）
○二槽式洗濯機

あげます（無料）
○枕中材用パイプ○LPガス湯沸かし器（プ
ロパン）○木製ベビーゲート(取付け用)

ゆずります（有料）
○折りたたみ自転車○自転車（大人用・婦
人用）○琴一式○子ども用三輪車○窓用エ
アコン○三味線

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、両者の話合いで
決定していただきます。

■問環境保全課(7６５－６５１３)

８月の税・料
国民健康保険料　　　　　　 ３期　
介護保険料　　　　　　　　 ３期
後期高齢者医療保険料　　 ２期

【診療日】８月２日、９日、16日、
23日、30日
９月６日、13日、20日、
21日、22日、23日、27日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】宮司町1181－2
【電話番号】６５－１５２５
【診療科】内科、小児科
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
※電話番号はお間違えのないようご注
意ください。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
８・9月の診療日のお知らせ

【と　き】８月６日(木)10時～14時　　
８月22日(土)12時～16時
９月３日(木)10時～14時

【ところ】市民交流センター和室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：市民交流センター
(7６５－３３６６)

女性の悩み相談(要予約)【長浜地域】８月27日(木)18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】８月28日(金)18時～20時
湯田公民館(内保町）

【びわ地域】８月28日(金)19時30分～21時
びわ公民館（難波町）

【虎姫地域】８月28日(金)18時～20時
虎姫時遊館（三川町）

【湖北地域】８月20日(木)18時～20時
湖北公民館(湖北町速水）

【高月地域】８月12日(水)13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】８月20日(木)15時～17時
公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】８月22日(土)10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】８月19日(水)13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

■問社会福祉課(7６５－６５３６)
市ホームページ「結婚支
援」で検索またはQRコ
ード

※いずれの会場も提供できる情報は同じです。
※登録の有効期限は３年です。再登録を希望す
る人は、各会場で申請をお願いします。

結婚相談



まちの

人口
平成27年７月１日現在　　　人口　121,384人　　　男　59,358人　　　女　62,026人　　　世帯数　44,736世帯

平成27年６月中の異動　　　転入　252人　　　転出　255人　　　出生 81人　　　死亡 106人　　　婚姻 25件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（7６５－６５０４）まで申込みください。
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「話すより、これを見ていただいたほ
うが分かりやすいと思います」と、ア
ルバムを示してくれたのは美濃部裕道
さん。重度障害者の自立生活を実現す
るためのNPO法人「CIL(自立生活セン
ターの略)だんない」の代表を務めてい
ます。
美濃部さんは先天性の脳性まひ。ア

ルバムで生い立ちをめくると、ベビー
カーから車椅子へと変わります。
NPOを立ち上げるきっかけになった

のは、養護学校高等部で宿泊体験をし
ていたときのこと。筋ジストロフィー
である同級生、市川正太さんと休憩を
しながら、将来の夢の話になったそう
です。「いつか二人で何かをやろう。障
害者のため、福祉のために」と。そし
て、そんな将来の夢を語っていたその

時に、何気なく先生が撮ってくれた写真
が、二人の原点としてアルバムの１ぺー
ジに。2005年９月21日、二人の青年の
表情は希望に満ちあふれていました。
その後、大学へ進学し、一時期は市

川さんと離れることになりましたが、
メールなどで連絡を取り合いながら夢
をつなげ、2012年12月３日にだんない
を設立。副代表の市川さんとともに、
新たな目標に向かって歩み始めます。
自身の経験から、田舎では障害者が

利用しやすい交通機関や移動手段が大
幅に不足していると感じていた美濃部
さん。障害者に限らず高齢者や子ども
にとって暮らしやすい環境こそ、真に
住みやすい社会といえると話します。
「障害は治療するものではなく、社会環
境をよくしていくことで、なくしてい

くんです」。
美濃部さん自身は、電動車いすサッ

カーチーム「FCリュートスター滋賀」
で選手としても活躍していますが、孤
立して遮断されている障害者が数多く
いることを指摘します。「もっとつなが
りを持ちたい。僕らの活動で、多くの
人がつながれば、ひとつの大きな声に
なる」とやる気をにじませます。
１人でも多くの障害者が自立できる

ように、誰もが住みやすいまちを作り
たい―
湖北の方言“だんない(心配しなくて

も大丈夫)”に込めた、「段」が「ない」
社会を叶えるために、美濃部さんの挑
戦は続きます。

(ご本人の思いを尊重し、「障害」と漢字表記しています)

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホから
もご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。

好奇心旺盛で元気いっぱいな毎日を過ごせて

るね。人見知りもせずいつもニコニコ。これ

からも色んなこと楽しもうね。
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１歳おめでとう！

かわいい声でお話してくれる佳音ちゃん。

これからもたくさんの笑顔を見せてね。

撮影場所：CILだんない事務所（木之本町千田） 撮影場所：CILだんない事務所（木之本町千田） 
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